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【生育概況】 

・平年と比べ、２月に入ってからも気温が高く、降水量が多く、日照が少なく推移したことから、草丈が高く、 

葉齢は１～２葉程度進んでおり、生育は１０日程度早い。 

生育が進んでいるため、１２月初旬播種の茎数はやや少なくなっている。 

・１１月中旬播の小麦は、止葉が展開中であり、まもなく穂ばらみ期を迎える。 

・今年の出穂期は、平年に比べてかなり前進化すると予想される（以下、出穂期予測を参考）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今後の管理 

１） 施 肥 

今年は、１月下旬以降の降水量が多く、収量及びタンパク質含有率の低下が懸念されることから、 

確実に追肥Ⅱ（穂肥）及び穂揃期追肥（実肥）を施用する。 

 

（１）追肥Ⅱ（穂肥） 

１２月上中旬播種のところは、施用時期となっているので、天候を   

見ながら施用時期を逸しないよう施用する。 

すでに茎立ちしているところでは、麦踏みを行いながらの施肥は 

避け、動力散粒機やブロードキャスター等で散布する。 

 ◎肥効を高めるため、穂肥後に土入れを行うとより効果的である。 

 

〇ビール大麦 「サチホゴールデン」 

 【タンパク質含有率値の目標：10～11％】 

2 月の降水量と葉色により、穂肥量を決定する。 

今年は、次表を参考に施肥する。時期は、3 月上旬までとする。 

 

 

茎立期（節間長が 20mm 以上） 

この時期になると、幼穂を傷つける 

ため麦踏みは避ける 

※今後の気温によって、出穂期は大きく変動するので、あくまで参考値としてください！ 

 

〈農研機構：リアルタイムアメダスを用いた麦の発育ステージ予測（3 月 3 日時点）〉 

〇シロガネコムギ 

11/20 播種：3 月２４日（平年比-12 日） 、１２/1 播種： ４月１日（平年比-９日） 

〇チクゴイズミ 

11/20 播種：3 月２４日（平年比-1３日） 、12/1 播種：出穂期 ４月４日（平年比-６日） 

 

〈佐賀農試：出穂期推定プログラム（3 月 3 日時点、以降の気温は平年値で試算）〉 

〇はる風ふわり 

11/20 播種： 出穂期 3 月 23 日 

〇はるか二条 

11/2５ 播種： 出穂期 ３月２３日  、12/１０ 播種： 出穂期 ３月３１日 
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（２）穂揃期追肥（実肥） 

 本年の出穂期は平年に比べてかなり前進化すると予想されるため、遅れないように下表を参考に散布する。 

タンパクの向上に直結する穂揃期追肥は必ず施用する。特に、パン用小麦は、倒伏しそうでも必ず施用する。 

 

葉色の褪め方にかかわらず必ず施用 

品 種 窒素量 kg/10a 実肥の施用量（/10a） 

パン用 はる風ふわり 5 硫安 25kg または 尿素 12.5kg 

パン用 さちかおり 7 硫安 30kg または 尿素 15kg 

めん用 チクゴイズミ 3 硫安 15kg または 尿素 7.5kg 

 

葉色が淡い場合（出穂期前頃の SPAD 値 40 以下）施用 

品 種 窒素量 kg/10a 実肥の施用量（/10a） 

シロガネコムギ 2 硫安 10kg または 尿素５kg 

大麦 ２ 硫安 10kg または 尿素５kg 

★穂揃期追肥は、出穂期の 3 日後が効果的。それ以降に施用する場合は増量が必要となる。 

※ 出穂期 ：圃場内の４～5 割の穂が出た頃 

 

<液肥利用の留意点> 

・肥料を溶かす際は、直接タンクに入れると溶けない場合があるため、事前にお湯等で溶かし、タンクに入れ

ると濃度ムラがなくなる。 ※硫安による液肥施用は難しいため、液肥利用の際は尿素を用いる。 

・乗用管理機での施用の場合、赤かび病防除との同時施用も可能。ただし施用時期が遅くなるため、３～４割

追加した量が必要になる。 

・液肥施用後、芒や葉先などに肥料焼けがみられるが、収量や品質への影響は小さい。 

 

２）排水対策 

・生育期間中の排水不良が根の張りに 

大きく影響する。また、今後も降雨量が  

増えることが予測されるため、速やかに  

排水できるよう、土入れ後は、溝を排水 

口まで通すなど整備し、圃場内に滞水し 

ないよう管理する。 

 

３）病害虫防除 

網斑病・赤かび病は予防が基本となる。本年の出穂期は、平年に比べてかなり前進化すると予想されるため、

時期を逸しないよう防除準備・対策を講じておく。 

2 月の月間降水量 ３月上旬の葉色 穂肥施用量 

平年値：74.5ｍｍ （ＳＰＡＤ値） BB６０２（Ｎ成分）/１０a 

１００ｍｍ以上 
葉色にかかわらず 

原則施用する 

３ｋｇ （最大） 

＊倒伏を招く可能性があるた

め、過剰な施肥は行わない。  

今年の 2 月降水量は 

157.5mm 
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（１）オオムギ網斑病 

管内でも発生が増えてきている（県内発生ほ場率５５％、発生率３．０％

〈平年０．６％〉）。圃場・株ごとの差が大きくなっているので、各圃場の発

生状況を確認が必要である。 

防除適期は出穂期～穂揃期で、この時期の防除効果が最も高い。しかし、

早い時期から発生株が散見され、病斑が上位葉に進展しているような場

合は、直ちに防除を行うとともに、出穂期～穂揃期にも防除を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ チルト乳剤は 1 回しか使用できないので注意する。 

 

（２）赤かび病  「はるか二条」および「パン用小麦」については、必ず２回防除を実施する 

① 小 麦 

・開花期（＝出穂期の約 7～10 日後）に防除 

・２回目の防除（１回目防除の 10～20 日後） 

② 大 麦 

・葯殻抽出始め（＝出穂期の約２週間後）に防除する。 

・多発生が予想される場合は２回実施（１回目防除７日後）とする。 

※大麦でトップジンＭ水和剤を使用する場合は、収穫前 30 日前までの 

使用となっているので注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬名  適用病害虫名 希釈倍数 
使用液量 
(/10a) 

使用時期 
総使用 
回数 

使用方法 

チルト乳剤 
２５ 

網斑病 1000 倍 60～150L 収穫 21 日前まで 1 回 散布 

大麦の芒(のげ)の下から 

黒い 葯 殻 が出る時期に防除 

オオムギ網斑病 
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○雑草対策 

すでに使用できない薬剤もあるので、早めの散布を行うとともに処理時期には十分注意する。 

 

農薬名  
効果の 

ある雑草 
使用量
(/10a) 

希釈 
水量 

(/10a) 

使用 
時期 

総使
用 

回数 

留意 
事項 

ハーモニー
75ＤＦ 
水和剤 

1 年生広葉雑草 
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ 
ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ 

5～10g 100L 

※小麦のみ 

は種後～穂ばらみ期まで 

 但し収穫 45 日前まで 

1 回 
以内 

・ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻには 
 10g/10a とし、 
 土壌処理剤との 
 体系処理で使用 
・周辺作物(特にタマ 
 ネギ)への飛散に 
 は十分留意する 
・ﾔｴﾑｸﾞﾗ、ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ

への効果は劣る 

バサグラン 
液剤 

1 年生雑草 
※イネ科雑草に
は効果がない 

100～ 
200ml 

70～ 
100L 

※小麦のみ 

生育期（雑草 3～6 葉期） 
収穫 45 日前まで 

1 回 
以内 

・ﾐﾁﾔﾅｷﾞ、ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞ
ｳ、ﾉﾐﾉﾌｽﾏ等への
効果は劣る 
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佐城農業振興センター

※グラフ中の点線は平年値

令和6年産麦類生育期間気象グラフ
アメダス観測値（佐賀）
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日照時間

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

２月 

平年 

＋２．６℃ 

１月 

平年 

＋１．４℃ 

１２月 

平年 

＋１．０℃ 

１１月 

平年 

＋０．９℃ 

２月 

平年比 

２１１％ 

１月 

平年比 

８３％ 

１２月 

平年比 

５３％ 

１１月 

平年比 

４５％ 

２月 

平年比 

７９％ 

１月 

平年比 

１１１％ 

１２月 

平年比 

８３％ 

１１月 

平年比 

１２０％ 


